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第 2章　がんを取り巻く現状

1　人口の状況等
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（単位 ：人）
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平成8 平成11 平成14 平成17 平成20 平成23 （年）

女
8,143人

乳房 1,585人
（18％）

大腸
（結腸・直腸）

1,216人
（15％）

胃
1,020人
（13％）肺

810人
（10％）

子宮
484人
（6％）

肝臓 466人
（6％）

甲状腺 405人
（5％）

膵臓 334人
（4％）

胆のう
233人（3％）

その他
1,296人（16％）

悪性リンパ腫
294人（4％）

男
10,753人

胃 2,081人
（20％）

肺 1,648人
（15％）

大腸（結腸・直腸）
 1,526人
（14％）

前立腺
 1,345人
（13％）

食道
369人（3％）

膀胱
363人（3％）

膵臓
357人（3％）

腎・尿路
350人（3％）

悪性リンパ腫
297人（3％）

その他
1,490人
（14％）

肝臓
927人
（9％）

【出典】「広島県のがん登録（平成20（2008）年集計）」

2　がんの罹患・死亡等の状況

第
２
章

が
ん
を
取
り
巻
く
現
状



6

第 2章　がんを取り巻く現状

8,151

4,770

2,672 

（人）

昭和35 昭和45 昭和55

昭和54年

平成2 平成12 平成17 平成20 平成21 平成22 平成23
（年）

悪性新生物, 

8,151人, 

28.5%

心疾患,

4,770人, 

16.7%

肺炎,

2,997人, 

10.5%

脳血管疾患, 

2,672人, 

9.3%

その他, 

10,018 人, 

35.0%

広島県の死亡者数 28,608人

悪性新生物, 

357,305人, 

28.5%

心疾患, 

194,926人, 

15.6%

肺炎, 

124,749人, 

10.0%

脳血管疾患,

123,867人, 

9.9%

その他, 

452,219 人, 

36.1%

全国の死亡者数 1,253,066人第
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昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成23年
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第 2章　がんを取り巻く現状

★がんの発生とその原因★

●がんとは何でしょうか？
ヒトひとりの体はおよそ 兆個の細胞から成り立ち，それぞれの細胞には，その形や機能を保つた

めに，およそ２～ 万の遺伝子が核の中に含まれていて，これらがさまざまな組合わせで細胞を制御し
ています。細胞が分裂して増えること，ヒトとしての手足や臓器などをつくることなど，すべてがこれ
らの遺伝子で制御されています。細胞が増えることについていえば，およそ の遺伝子で
制御されていて，これらのひとつでも異常になると細胞の増え方を制御できなくなり，その結果“がん”
となります。そこでこれらの遺伝子は，“がん遺伝子”あるいは“がん抑制遺伝子”と呼ばれます。し
かし，これらの遺伝子は本来，ヒトにはなくてはならない遺伝子なのです。“がん”とは，ヒトの細胞
が“無限に”，“自律的に”，“無目的に”増える結果できるもの，すなわち新生物（腫瘍）の中でヒトを
死に至らしめる“悪性”であるものをさします。がんは，細胞が増えることと同時に“浸潤”し，“転
移”することが特徴です。これを図示すると下のようになります。

●“がん”はどうしてできるのでしょうか？
先にのべたように，“がん”をつくる遺伝子はすべてのヒトの体のなかにあり，ヒトを作る（ 個の

受精卵から 兆個の細胞からなるヒトをつくる）ためには必須な遺伝子ですから，すべてのヒトは，
“がん”になる可能性はもっています。これらの遺伝子の異常とは，遺伝子を構成する （デオキ
シリボ核酸）の異常であり，以下にあげるような様々な原因によって異常がおこります。

化学的要因：タバコの中の物質，ある種の食品添加物などが の構成を変えます。
物理的要因：放射線，紫外線，アスベストなどが を切断したりします。熱いものやアルコール

の過剰摂取は細胞の剥脱や再生をおこし， の異常がおこりやすくなります。
感 染 要 因：ウィルスに感染すると，ウィルスの がヒトの細胞の の中に組み込まれて異

常な になります。
遺伝的要因：ある特殊な家系においてのみ，遺伝子における の異常が親から子に伝わりますが，

このような形で遺伝するがんは少数です。

（監修：広島県がん対策推進協議会委員長・広島大学名誉教授 井内康輝先生）

がんの発生メカニズム

ほとんどのがんの発生の発端は細胞の遺伝子の異常であり，
それはDNAレベルの突然変異によります。

発がん原因

成長因子

サイトカインなど

サイトカインなど

血管・リンパ管を介
する転移をおこす

局所での浸潤
をおこす

イニシエーション
（遺伝子に異常が
おこる）

プロモーション
（細胞増殖の制
御システムが乱
される）
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